
資料１ 

 

発達障がい者支援センター 

事業実施状況について 

（令和 2年度 12月末） 

 

資料 1-1 

令和 2年 4月～12月発達障がい者支援センター事業実施状況 

資料 1-2 

発達障がい者支援センター（エルムおおさか）による地域サポート体

制の強化（令和 2年 4月～12月） 



＜相談件数（実支援人数）＞

１-1 年齢別 相談・発達 就労 小計
20 20

120 4 124
234 73 307
111 20 131

合計 485 97 582

1-2 診断別 相談・発達 就労 小計
自閉症 9 2 11
アスペルガー症候群 26 10 36
広汎性発達障がい 147 46 193
注意欠陥多動性障がい（AD/HD） 40 16 56
学習障がい（LD） 1 1 2
その他（発達性言語障がい・協調運動障がい等） 0 0 0
不明（未診断を含む） 262 22 284
合計 485 97 582

２　個別支援：調整会議　（のべ件数）
　※「相談・発達・就労支援」に伴うケース本人も含めた会議

相談・発達 就労 計
151 73 224

３　個別支援：機関コンサルテーション　（のべ件数）
　※「相談・発達・就労支援」に基づく施設への助言、支援者のみの会議

相談・発達 就労 計
26 3 29

成人期（40歳未満）
成人期（40歳以上）

乳幼児期
学齢期

　令和2年4月～12月　発達障がい者支援センター事業実施状況
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4　相談内容（重複選択可） 相談・発達 就労
233 4
686 27
269 16
313 25

35 12
96 33
61 3
32 170

5 71
167 8

1897 369

５　機関支援　　　　 　76回実施（令和2年4月～12月）　　実訪問か所 39か所

６　研修・啓発 参加総数          1718名 実施回数
　主催研修会 15
　主催連続講座 123
　共催講座 3
　講師派遣 10
　計 151

７　発達ノート発行数
累計 2466冊

合計

利用できる制度について知りたい（手帳、年金、手当、障がい福祉サービスなど）

診断・相談・支援を受けられる機関について知りたい

ペアレントトレーニング、ASD、スキルアップ、からだ講座等

現在勤めている職場に関する相談をしたい

今後の就労について相談をしたい

現在の生活に関することや、家庭で家族が出来ることを知りたい

現在通学している学校、利用しているサービス等に関する相談をしたい

相談の対象となっている児（者）が発達障がいか知りたい

・コロナ禍の影響により、相談件数・機関コンサルテーション・主催講座や研修等、ともに件数は減少している。
・個別相談…相談件数は減ったが、発達障がいなのか診断を受けたいや、現在の生活に関する事・利用できる制度について
知りたい等の相談は少し増えている。診断名別や年齢層による相談件数の割合は昨年度と変わりはなく、一定落ち着いて来
たものと思われる。
・機関支援…実施件数は大幅に減少したが、年間2回開催している集合研修は、相変わらず盛況である。
・啓発研修…ペアレントトレーニングは例年同様に募集したが、コロナ禍の状況という事もあり、定員に達せず実施できな
かったクールや参加途中で受講を取りやめられたケースもあった。児童発達支援/放デイ向け、成人支援事業所向けの基礎
講座は年間2回ずつ開催、人数制限をかけて募集しなければならなかったので、定員に達し、お断りする方が若干名出てき
た。
・「こころとからだのWS」「発達障がいがある学生等の就労準備支援事業」は、昨年同様、大阪市職業リハビリテーショ
ンセンターや移行支援事業所であるサテライト・オフィス平野に協力いただいて、随時開催中である。

その他

進路や将来の生活に関する相談をしたい

出前研修、啓発研修等

成人期当事者GW、大学生就職準備支援、子育て支援セミナー

令和2年4月～12月（118冊）

対応困難な状況の改善について相談したい（強度行動障がい、ひきこもりなど）

PT公開講座・放課後デイ基礎講座、成人期基礎講座、ＬＤ講座
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【資料１－２】

発達障がい者支援センター（エルムおおさか）による地域サポート体制の強化

　事業概要
　地域サポートコーチ配置し、地域の関係機関・事業所等への啓発・研修・支援、ペア
レント・トレーニング等の親支援を実施。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和2年4月～令和2年12月）

親支援講座

基礎講座

公開講座（基礎講座＋実践報告）

訪問支援

基礎講座

成人スキルアップ講座（ガイダンス）

事業所訪問

機関コンサルテーション

集合研修

地域サポートコーチ事業体系図

成人スキルアップ講座（まとめ）

成人支援講座

出前研修

ＡＳＤ（自閉スペクトラム症）講座

支援者講座

学齢期版

ペアレント・トレーニング 公開講座

連続講座 幼児版

ＬＤ支援講座（ＬＤ）

ティーチャーズ・トレーニング

啓発講座

ちょっと気になる子どもたちのからだ講座

心理的疑似体験プログラム

ＡＤＨＤスポット講座（ＡＤＨＤ）

ソーシャルスキル講座 幼児版

学齢期版

支援者講座

当事者による講演会

保護者支援講座
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日程
6/25

8/6

12/4

リファレンス大阪駅前

ドーンセンター

★実施済み（2回）

会場
マイドームおおさか

日程 会場
参加者数

保護者 支援者 計
30 13 43

17 19 36

【　取　組　状　況　】
親　支　援　講　座
【１】ペアレント・トレーニング
　児童の特性や行動を理解し、親自身が児童にとっての「最良の療育者」となり自尊心を高めることがで
きるよう、行動療法に基づく効果的な対応法を学び、話し合い、練習する。

（１） ペアレント・トレーニング公開講座
 発達障がいのある児童の特性や対応方法を解説し、特性に応じた対応の重要性を啓発するとともに、ペア
レント・トレーニングの目的、概要、実践、効果を紹介することでペアレント・トレーニングの受講を促
す。

計 47 32 79

★公開講座アンケート結果（回収率100％）
講演内容について（理解度） 人数

大変わかりやすかった 57

講師：今村　佐智子先生（一般社団法人　発達支援ルームまなび　理事）
対象：幼児期・学齢期の保護者・支援者

定員：50名

★新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止（1回）

わかりやすかった 21
難しかった 0
かなり難しかった 0

無回答 1

計 79

講演内容について（役立度） 人数
大変参考になった 56
参考になった 21
あまり参考にならなかった 0
全く参考にならなかった 0

無回答 2

計 79

【感想・意見】

・講座を聞いてマイナスのスパイラルになっているなと再度思いました。ペアレント・トレーニングを通して信頼関
係を築いていけたらと思います。

・実際のエピソード（子育て、教育現場の話もふまえて）がわかりやすかったです。もっと聞いてみたいと思いまし
た。

・できるだけ、できたところをほめようと思っていたが、今回の講座で自分の行動を振り返り、まったくできていな
かったと反省できました。子どもたちの良い所をできるだけほめていけるようにしていきたいです。

（２） ペアレント・トレーニング実践報告会
　ペアレント・トレーニング連続講座の成果をはじめ、ペアレント・トレーニングの内容、意義について
広く知っていただくことを目的として実施。

対象：幼児期・学齢期の保護者・支援者
講師：今村　佐智子先生（一般社団法人　発達支援ルームまなび　理事）
定員：80名

★実施予定　（1回）

日程 会場

3/5 朝日生命ホール
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★現時点での実施済み（6回）

対象

6/2～11/17 西区民センター

中止

1/13～3/24 旭区民センター

4/30～9/17

西成区民センター7/3～11/27
7/4～11/7

北区民センター
ドーンセンター

中止

7
7

幼児
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため施設が使用できず今年度場所を変更して実施した。

7/6

ドーンセンター

3
2
57/9

★2019年度分実施済み　（幼児：3回×1クール　計3回）

対象 期間 会場
参加者数

保護者 支援者 計
7/1～7/29

学齢

幼児

（４）ペアレント・トレーニング フォローアップ講座

   6

参加者数

11/28

日程

　ペアレント・トレーニング連続講座を受講された保護者を対象に、講座終了後ある程度の期間が経過し
た段階で、ご家庭での取り組みや、課題等について再整理・共有し、今後のお子さんへのかかわり方の一
助とする目的で開催する。（2019年度も含む実施済の講座のフォローアップ）

7/8

7/16

6

   7
   -

中止

10/8～12/17
生野区民センター

1/8～3/19 クレオ大阪子育て館（共催）

   6
   6
   -
   4

中止阿倍野区民センター1/19～3/30

中止

   7
   -
   6

   -
   -

西淀川区民会館
9/23～12/2 おおきに会議室
10/6～12/22 港区民センター

中止

9/7～11/9

   -

住吉区民センター
1/7～3/25

4/27～7/6

早川福祉会館

対象：幼児期・学齢期の保護者
定員：8名

幼児

中止

支援者保護者 計

福島区民センター    -
中止

7/4～10/3 ドーンセンター 7
5/13～7/22

5/7～7/16

対象

（３） ペアレント・トレーニング連続講座
行動療法に基づく効果的な対応方法を身につけ、児童の適応行動を増やす。計画表に沿ってテーマを決め
て学習・話し合い・練習を行い、ホームワークを自宅で実践する。

★実施済み・実施中　（幼児：6回×5クール、学齢：10回×7クール　計100回）
参加者数

期間

5/12～7/21
浪速区民センター

会場

平野区民センター

   -中止

   -
中止

   -

中央会館9/4～1/8
10/14～2/24 難波市民学習センター

※中止した幼児4グループと学齢２グルプは新型コロナウイルス感染拡大防止のため、実施できなかっ
た。幼児４グループは申込が少数だったため、実施できなかった。

10/15～2/18

6
6
6

4

8
8
8

保護者

5

学齢

   5

   8

大阪産業創造館

8/26～12/23 ドーンセンター    8
   8

   7

11/2～3/29 天王寺区民センター 5    5

0
10/7 1

計 15
4
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2/26
3/19

学齢

2/13
2/24

内容 日程

講師：井上　芳子（エルムおおさか　センター長）

★実施済み（2回×1クール　計2回）

　お子さんの理解と支援をテーマに、ＡＳＤの子どもたちの物事の捉え方や親子で暮らしやすい見える化
（環境調整）の例について講演を実施します。

28
気になる行動の考え方

対象：幼児期・学齢期の保護者・支援者

【２】ティーチャーズ・トレーニング講座
市内の保育所の保育士対象に、発達の特性のあるお子さんにフォーカスを当て、グループワークや宿題の
実践を通して、より良い保育を目指す連続講座を実施する。

【３】基礎講座

（１）ＡＳＤ（自閉スペクトラム症）講座

★実施済み・実施中　（6回×2クール　計12回）

たかつガーデン 6

対象：大阪市内の保育所（園）に勤務している年少～年長の担任保育士
定員：6名

参加者数期間 会場
6/17～12/16 たかつガーデン 6
9/10～2/18

会場
参加者数

保護者 支援者 計
わかりやすい環境づくり 7/10 コンファレンスプラザ

大阪御堂筋
11 17

定員：各回30名

7/17 9 17 26
計 20 34 54

★ＡＳＤ（自閉スペクトラム症）講座アンケート結果（回収率100％）
講演内容について（理解度） 人数

大変わかりやすかった 33
わかりやすかった 21
難しかった 0
かなり難しかった 0
無回答

★現時点での実施予定（7回）

対象 日程

幼児

2/17

3/11
3/9

0
計 54

講演内容について（役立度） 人数
大変参考になった 39
参考になった 15
あまり参考にならなかった 0
全く参考にならなかった 0
無回答 0

計 54
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対象：幼児期・学齢期の保護者・支援者

日本研修センター
心斎橋

会場

2/9

講師：有吉　正則先生（兵庫医療大学　准教授　作業療法士）

2/2
内容 会場

わかりやすい環境づくり

身体と手先の動きを育てよう 3/22
感覚と運動発達の視点から 3/17

（３）ことばの指導・読み書き・計算・聞く話す（ＬＤ）
学習のつまずきや宿題への対応など、幼児期学齢期の特性に応じた支援や指導方法のポイントについて、
講演を実施する。

定員：各回30名

大阪産業創造館

日程

【感想・意見】
・「見てわかる」が重要なことも再認識できたので、しっかり取り入れていきたいと思います。

・構造化の話がとてもわかりやすく、実践させていただこうと思いました。「苦手なことを頑張らねばな
らない」「過剰に頑張らせるのではなく・・・」といった話のときに、元教員として少しドキっとしまし
た。大人が不安になるように、子どもたちにもそれぞれ不安な気持ちをかかえているので、その子どもた
ちにあった支援を続けていけたら、と思いました。

・先週に引き続き、今週もすごく勉強になりました。事例がたくさんあって、わかりやすかったです。子
どもたちの行動よりも自分の行動も先に変えようと思えました。今回の講座で得た知識を柔軟にとりいれ
ていこうと思います。

★実施予定（2回×1クール　計2回）

★実施済み（4回）

内容 日程 会場
参加者数

保護者 支援者 計

豊かなことばを育むために 7/2
コンファレンスプラザ

大阪御堂筋
12 16 28

講師：西岡　有香先生（大阪医科大学ＬＤセンター　言語聴覚士　特別支援教育士ＳＶ）

6/9
福島区民センター

7/14

対象：幼児期・学齢期の保護者・支援者

定員：各回30名

気になる行動の考え方

（２）ちょっと気になる子どもたちのからだ講座
　乳幼児期に獲得される感覚-運動能力の視点から、身体の使い方が不器用で、集団生活が苦手な子どもた
ちの特徴と支援について講演を実施する。

内容 日程 会場
★実施予定（2回×1クール　計2回）

★新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止（2回×1クール　計2回）
内容

基礎的な読み書きの
力を育てる

7/13 大阪産業創造館 6 14 20

読み書きの力を育てる
～高学年での課題と学習支援～

9/28 大阪府社会福祉会館 12 12 24

　聞く力・話す力の
　理解と指導へのヒント

9/10 ドーンセンター 26 6 32

感覚と運動発達の視点から
身体と手先の動きを育てよう

日程

計 56 48 104
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講師：西岡　有香先生（大阪医科大学ＬＤセンター　言語聴覚士　特別支援教育士ＳＶ）

講師：大久保　圭策先生（大久保クリニック　院長　精神科医）

対象：小学生の保護者

★新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止（1回）

定員：各回20名

『LD･ADHD等の心理的疑似体験
プログラム第３版』で学習時
の「聞く・話す・読む・書
く」の苦手さを理解しよう

対象：当事者・保護者・支援者

大阪産業創造館

内容 日程 会場

会場

2/17 ドーンセンター

1/25

日程内容

『LD･ADHD等の心理的疑似体験
プログラム第３版』で学習時
の「聞く・話す・読む・書
く」の苦手さを理解しよう

5/25
コンファレンスプラザ

大阪御堂筋

算数でつまずく子どもの
理解と指導へのヒント

（５）ＡＤＨＤスポット講座（ＡＤＨＤ）

ＡＤＨＤの診断を受けた児童には、身辺自立の苦手さは少ない一方で、急に道に飛び出す、食事中に何度
も席を離れるなどの、より注意を要する問題行動が多くみられる。支援者や保護者は強いストレスを感じ
がちだが、最も困っているのは本人であり、児童によっては自閉症スペクトラム障がいや学習障がいを同
時にもっている場合があり、児童の状態に応じた支援が必要となる。本講座では、ＡＤＨＤの理解を深め
ていただくために、ＡＤＨＤの基本的知識や関わり方などのポイントについて、講義をうけ、学習する。

（４）心理的疑似体験プログラム
　お子さんが抱える困難と、その困難を持ちながら通常学級で学習する時の子どもの気持を体験し、その
理由を考えた上で、どのような指導が役に立つのか、考えていく。

★実施予定　（1回）

★ことば・読み書き・聞く話す・計算（ＬＤ）アンケート結果（回収率99％）
講演内容について（理解度） 人数

大変わかりやすかった 63
わかりやすかった 33
難しかった 2
かなり難しかった 1
無回答 4

計 103

講演内容について（役立度） 人数
大変参考になった 65
参考になった 34
あまり参考にならなかった 1
全く参考にならなかった 0
無回答 3

計 103
【感想・意見】

・色んな言葉のかけ方や、技法を知ることができ、とても良かった。教育と医療の本を買って読んでいた
が、やり方がわからなかった。今日、具体的に説明を聞き、とてもわかりやすかったです。

・自分が子どもへの関わり方に自信をもてていなかったけど、今までやってきていることは正しかったの
だと思えた。さらに今後取り組んでいきたいことも見つかったので、継続していきます。

・読み書きにつなぐポイントの整理から具体的支援まで大変参考になるお話をたくさん伺うことができま
した。

内容 日程 会場
★実施予定（1回）
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69

無回答 1

・出版物、ネットでは情報を読み、理解をしていたつもりでしたが、今日講演の中で「ここが大事」のよ
うなポイントを多くはっきり伝えてくださったので、大変参考になりました。

・とても深く難しい内容だと思いましたが、先生のお話はわかりやすかったです。当事者として受け入れ
づらい事実もありますが、参考になり受講して良かったです。

・専門的な単語など難しい部分もありましたが、大久保先生の子どもの頃の実体験を踏まえてのお話等も
あって、当事者の捉え方を感じることができましたし、もう少し子どもたちに素敵な所を大切にしながら
支援しようと再度思うことが出来ました。

内容 日程 会場
参加者数

保護者 支援者 計

講師：当事者Ａさん・当事者Ｂさん

あまり参考にならなかった 0
全く参考にならなかった 0
無回答 2

計 58
【感想・意見】

発達障がいの当事者による体験談などを交えた講演会。

対象：当事者・保護者・支援者

講演内容について（役立度） 人数
大変参考になった 34
参考になった 22

大変わかりやすかった 29
わかりやすかった 26
難しかった 1
かなり難しかった 0
無回答 2

内容 日程 会場
参加者数

保護者 支援者

定員：80名

計

　　ＡＤＨＤのある方の
　　特徴と支援

10/4 大阪私学会館 33 25 58

★ＡＤＨＤスポット講座アンケート結果（回収率100％）
講演内容について（理解度） 人数

計 58

★実施済み　（1回）

（６）当事者による講演会（体験談等）

１．当事者による講演会

55 76

★講座アンケート結果（回収率90％）
講演内容について（理解度） 人数

大変わかりやすかった 42
わかりやすかった 23
難しかった

講演内容について（役立度） 人数
大変参考になった 47
参考になった 20
あまり参考にならなかった 1
全く参考にならなかった 0

3
かなり難しかった 0
無回答 1

計

定員：80名

★実施済み　（1回）

人とかかわることの困難
～自閉症と愛着問題をめぐる

２つのエピソード～
12/1 阿倍野区民センター 21
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子どもたちが陥りやすいゲーム障がいについて、その理由と対応についての講座を実施する。

定員：各回20名

（７）保護者支援講座

対象：保護者・支援者
講師：関　正樹先生（大湫病院　児童精神科医）
定員：80名

計 69
【感想・意見】

・知識に基づいて経験を振り返ってお話してくださって、とてもわかりやすかったです。又、ご自身の事
をそのように客観的に振り返り、伝えてくださっていることに驚きと感動をおぼえました。とても大変で
苦しい想いもされたと思います。

・本当に感動する講演会でした。完全度の高い（スライドも時間も）内容で、冷静に振り返り、分析、勉
強、練習、勇気を持ってかなりのご努力をされたと思われます。親としてすべきこと、子の立場を考える
ことの大切さを勉強させていただきました。

・生い立ち、家庭環境をからめた特性からくる行動、それをどのように学習して乗り越えられたかとても
よくわかりました。当事者の方の話を聞く機会は少ないので貴重な体験となりました。

計

子どもたちはネットの世界で
何を求め、なにをしているのか

10/19 新大阪丸ビル別館 27 53 80

★講座アンケート結果（回収率95％）
講演内容について（理解度） 人数

内容 日程 会場
参加者数

保護者 支援者

★実施済み　（1回）

大変わかりやすかった 42
わかりやすかった 24
難しかった 7
かなり難しかった 0
無回答 3

計 76

講演内容について（役立度） 人数
大変参考になった 48
参考になった 23
あまり参考にならなかった 2
全く参考にならなかった 1
無回答 2

計 76
【感想・意見】

・本当に勉強になりありがとうございました。本人が知っておきべきポイントを子どもの目線だけでな
く、開発者の視点や研究者の観点に至るまでご説明いただき、衝撃の内容でした。ゲームだけでなく、日
常生活にもこの視点を持つように、今から準備していきたいと思います。

・ゲームに対して「悪いもの」としか認識していなかったので、先生の話を聞いて印象が変わりました。
時間を決めてゲームをさせていることが多いですが、それが無意味なんだなとわかりました。

・ゲームというおおきなくくりだけではなくて、ゲームの種類やゲームプレイヤーの性格によって見える
「ゲームをする行動」の意味について、深く知ることができ、大変勉強になりました。

対象：幼児期・学齢期の保護者・支援者

【４】ソーシャルスキル講座
対人関係を円滑にすすめるための具体的行動の身につけ方について、年齢や特性に応じてどのように教え
ていけばよいのか、家庭での取り組み方法の講演を実施する。

講師：西岡　有香先生（大阪医科大学ＬＤセンター　言語聴覚士　特別支援教育士ＳＶ）
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★実施済（　5回　）
対象 内容 会場 日程 参加者数

計 78

大阪市更生療育センター「にこにこ倶楽部」（保護者） 平野区

当事者・保護者・団体等

7/13 15

大阪市男女いきいき財団 福島区 11/20 6

中央区役所市民協働課 中央区 12/11 31

てこぽこさんとはくぶつかん事務局

7/13 14

★アンケート結果　（回収率97％）

講演内容について（理解度）

大阪産業創造館

14

合計 80

（１）啓発講座

人数
大変わかりやすかった 36
わかりやすかった 35
難しかった 0
かなり難しかった 0
無回答 7

計 82 27 109

住吉区 12/17

　　区の自立支援協議会や連絡会、発達障がいサポーターなどの講座として発達障がいの基礎的な講座等
を開催し、発達障がいの理解促進・啓発を行う。

支援者講座
【１】 集合研修

54 15 69

学齢期
(低学年)

小学校（低学年）で身に付けたい
ソーシャルスキルについて

11/30・12/7・14 大阪産業創造館 28

★実施済み（幼児期3回×1クール　学齢期3回×1クール）

人数

区分 内容 日程 会場
参加者数

保護者 支援者 計

幼児期
幼児期で身につけたい

ソーシャルスキルについて
11/2・9・16

12 40

大変参考になった 78
参考になった 31
あまり参考にならなかった 0

・社会性を身につける方法を教えていただき、よく理解できました。年齢に応じた身につけ方が大事なん
だと改めて考えさせられました。不登校になっている子どもさんに対する声掛けを学ばせていただきまし
た。

全く参考にならなかった 0
無回答 0

計 109
【感想・意見】

・実例のじゃんけんのことでも、今までの経験で大人は成り立つものだとよく分かりました。今までは
ゲームの練習は「療育の場で」と思っていましたが、家でも色々できることもあると分かりました。

・大人が当然だと思う事、普通に知ってるだろうと思う事、きちんと教えられたりしつけ的に言われたこ
とがない事を、子どもが気付いていない、分かっていないことが多くあると言うのが驚きであり、そうい
うこともあり得ると心得て子どもの行動を見ないといけないと思いました。

★ソーシャルスキル講座アンケート結果（回収率100％）
講演内容について（理解度） 人数

大変わかりやすかった 77
わかりやすかった 30
難しかった 2
かなり難しかった 0
無回答 0

計 109

講演内容について（役立度）



【資料１－２】

・障がい名の変化やそれぞれの障がいのある子に対する具体例をたくさん紹介していただき、分かりやす
かったです。

全く参考にならなかった 0
無回答 6

計 78
【感想・意見】

・自分の感情も、他人の感情もわかりにくい。ストレスも気づきにくいから、こちらが気付いてあげて、
身体活動、エネルギーを使うことをしてあげようと思いました。得意なこと、好きなことをさせてあげ
る。ほめる、自信をもたせてあげる大切さがよくわかりました。

・具体的にワークショップの際に注意すべきこと、伝え方などをまじえたお話で、参考にできることもあ
りそうです。一人一人対応する方法、注意した方がいい点も異なり、難しいこともあるかと思いますが、
ワークショップの現場でいかしたいと思います。

講演内容について（役立度） 人数
大変参考になった 38
参考になった 33
あまり参考にならなかった 1

発達障がいの理解と支援
11/19

大阪私学会館
111

計 160

★実施済み　（2回）
日程
6/19

大変参考になった 105

対象：児童発達支援・放課後等デイサービスの支援者

定員：各回50名

49

参加者数

人数
88

わかりやすかった 57

かなり難しかった

内容 会場

（２）支援者講座

全く参考にならなかった 0
無回答 1

計

大変わかりやすかった

参考になった 51

0
無回答 9

157

講演内容について（役立度） 人数

１．児童発達支援/放課後等デイサービス支援者向け　基礎講座

講師：エルムおおさか　地域サポートコーチ

　発達障がい児の支援に必要な基礎知識の講演を実施する。

★アンケート結果　（回収率98％）
講演内容について（理解度）

難しかった 3

あまり参考にならなかった 0

・個人に合った、特性を理解して、支援を行っていきたいと思いました。色んな角度から子どもを見て、
実際に色んな支援方法を試してみたいと感じました。

計 157
【感想・意見】

・発達障がいの概要、とてもわかりやすく拝聴いたしました。発達障がい児の問題、困っていることな
ど、とても参考になりました。

・それぞれの特性を基本から改めて勉強できて、大変参考になりました。現場での支援でそのままヒント
になるものが多く助かりました。事例のようなものを交えてお話いただけ、より具体的に考えられまし
た。
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11/4 98
計 145

発達障がいの理解と支援
東成区民センター

・DVDの二人のエピソードの例えがとても分かりやすく、障がい者の考え方への理解が進んだ。

あまり参考にならなかった 0
全く参考にならなかった

75
参考になった

0
無回答

成人期ライフスキル講座 2/23 CIVI研修センター新大阪東

対象：中高生・成人期の支援者

講師：エルムおおさか　地域サポートコーチ

★アンケート結果　（回収率97％）

6/12 大阪私学会館 47

中高生のライフスキル支援 1/27 大阪私学会館

67
難しかった 1
かなり難しかった 0
無回答 3

計 141

講演内容について（役立度） 人数
大変参考になった

65

計 141
【感想・意見】

・基礎のお話ではありますが、改めて理解した部分、悩まれている部分を理解することができ、勉強にな
りました。

定員：中高生向け　80名　　成人向け　80名
　　　成人向け　　本田　秀夫先生（信州大学医学部付属病院子どものこころ診療部　部長）

会場

３．支援者向けソーシャルスキル講座
発達障がいのある児童生徒及び家族の支援者を対象に、ライフステージに応じて必要とされる社会性の指
導方法について講演を実施する。

・現場でも役立つことばかりなので、振り返りを行い実行していきたいと思いました。

わかりやすかった

内容

講師：中高生向け　伊丹　昌一先生（梅花女子心理こども学部心理学科　教授）

対象：区役所の保健師・心理相談員・保育士・家庭児童相談員

４．区役所の支援者対象講座
　区役所の支援者を対象として、「発達障がい」をどう考え、どう支援していくべきかについて、日々の
支援に役立つ内容の研修を実施する。

★実施予定（2回）

講演内容について（理解度） 人数
大変わかりやすかった 70

２．成人支援事業所支援者向け　基礎講座
　発達障がい者の支援に必要な基礎知識の講演を実施する。

対象：成人支援事業所の支援者

定員：各回50名

★実施済み　（1回）
内容 日程 会場 参加者数

1

日程
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かなり難しかった 0
無回答 0

計 33

講演内容について（役立度） 人数
大変参考になった 28

★アンケート結果　（回収率100％）

【感想・意見】

・発達障がいについてこれまで本で読んできたこととは異なる視点で学ぶことができた。PECSについて学
んだので、今後の支援に活かせるようにさらに勉強して知識を深めようと思います。

・発達障がいの定義の中で「社会的障壁」の言葉が興味深かったです。保育園などで先生から「発達に問
題がある」と言われ電話した等、不安を抱えて相談される保護者が多い印象です。今日学んだことを明日
からの支援に活かしていきたいと思います。

・普段絵カードの使用を勧めていますが、それが理解コミュニケーションとしての使用としてだけを想定
して勧めていましたが、表出コミュニケーションを身につけることの大切さを知ることができてよかった
です。

参考になった 5
あまり参考にならなかった 0
全く参考にならなかった 0
無回答 0

計 33

わかりやすかった 4
難しかった 0

会場 参加者数

CIVI北梅田研修センター 33

講演内容について（理解度） 人数
大変わかりやすかった 29

12/11

定員：50名

発達障がいのある
子どもの幼児期からの支援

★実施済み　（1回）
内容 日程

講師：門　眞一郎先生（児童精神科医）
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計 74

【感想・意見】
・具体的にスモールステップなど子ども達の顔を思い出しながら聞くことができました。

・発達障がいに関して理解していたつもりでいたが、お話を聞いて全然発達障がいについて分かっている
ようで分かっていなかったと考えさせられました。また、こういう場面になったとき、どのように対応す
べきなのか学べたことを実際その子を前にして対応できるのか、不安にはなりましたが、少しずつその子
を理解できるよう寄り添っていけたらと思います。

・何度も研修を受けていますが、忘れてしまっていることも多くて、保育を見直し、即、褒める事や、環
境の見直しをしていこうと思いました。障がいのある子への困り感をしっかり感じ取り、適切な配慮がで
きるよう、絵カードの用意などしていこうと思います。

大変参考になった 54
参考になった 19
あまり参考にならなかった 0
全く参考にならなかった 0

無回答 1

難しかった 1
かなり難しかった 0
無回答 1

計 74

講演内容について（役立度） 人数

計 75

★アンケート結果　（回収率98％）
講演内容について（理解度） 人数

大変わかりやすかった 52
わかりやすかった 20

障がい児支援機関（児童発達支援事業所、
放課後等デイサービス事業所）

発達障がい基礎講座 11/30 14

青年・成人期支援機関（就労移行支援・就労継
続A・B、生活介護、施設入所支援・GH等）

発達障がい基礎講座
8/7 13
9/5 26

★実施済　（　5回　）

対象 内容 日程 参加者数

保育所・園 発達障がい基礎講座
9/5 14

11/4 8

43

成人期支援機関

実訪問か所数

障がい児・者相談支援機関

社会福祉協議会

延べ回数

1

私立保育園 24

居宅介護事業所

労働関係機関

8

3

区分

5

24
教育関係機関
障がい児通所・入所施設

区役所（保健福祉含む） 1

（２）訪問支援
各事業所等団体に機関支援の一環で訪問し、センターで直接相談のケースではないが支援方針の助言を実
施したり、施設運営等の助言を実施する。

★実施済み　（延べ76回・39か所）

　集合研修を聴講したくても、施設の現場から離れることができないなどの支援者のニーズにあわせて、
施設等を訪問し発達障がいに関する研修を実施する。

【２】機関コンサルテーション
（１）出前研修
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☆成人期支援者スキルアップ事業の流れ

　①成人支援基礎講座

対象：成人支援事業所の支援者
講師：中山　清司先生（特定非営利活動法人　自閉症eサービス代表）
定員：50名

大阪私学会館

支援者
本人

家族等
計

1 52

1
かなり難しかった

0

大変参考になった 31

★アンケート結果　（回収率96％）
講演内容について（理解度） 人数

講演内容について（役立度）

わかりやすかった 12

0

無回答 7

計 51

難しかった

大変わかりやすかった 31

参考になった 17
あまり参考にならなかった

人数

53

参加者数
内容

困難事例の検討

日程

6/21

①基礎講座

会場

★実施済み（1回）

　　　成人期基礎講座として、発達障がい者支援のあり方について講演を行い、基礎的な支援の内容
　　を学ぶ機会を提供する。

　　　機関コンサルテーションを希望の施設に、ガイダンスを行い、コンサルテーションを実施する
　　意義、受け手と成り手の各々のスタンスについて講義。コンサルタントが施設のニーズを集約・
　　課題点を明確にし、情報共有したうえで第1回訪問までにコンサルタントが助言等を精査する。

　＜実施事業所の募集と選定＞

　②ガイダンス

　　　初回訪問時に施設内を分析し課題点の整理、次回訪問までに取り組む内容等を助言。
　　2回目の訪問の際は、助言内容実施後の変化の状況を共有。必要に応じて評価セッションを
　　行い、その場でフィードバックを実施し、最終の確認と今後の方向性の整理を行う。

　③まとめ報告会

　　　各事業所4回の訪問コンサルテーションを終え、事業所内での取り組み内容や、コンサルテー
　　ション実施後の変化について報告。また、実践報告会（3/13予定）での発表に向けて、更に取り
　　組む内容や、これまで実施した取り組み内容についても整理し、支援の方向性について確認する。

　　　講演と、事業所での実践報告の発表。次年度に関しても別の事業所に対して本事業の実施する
　　方向性を予告し、次年度の希望施設を募る。

（２）成人期支援者スキルアップ事業の実施状況

　④実践報告会：基礎研修＋実践報告

③公開講座として①の基礎講座に加え、②の事業所に取組内容を実践報告として発表しもらい、参加者に
具体的支援手法を学んでもらう。

（１）成人期支援者スキルアップ事業
①基礎講座

②基礎講座に参加の成人期発達障がい者支援事業所（R2年度は5事業所）をモデルに、年4回の訪問コンサ
ルテーションを含め、ガイダンス・まとめ報告会を行い、スキルアップを目指す。

3 3

3976計

その他

【３】成人支援講座



【資料１－２】

参加者数

6

★実施済（1回）

取組内容の整理
支援の方向性など

【感想・意見】

・ビデオや写真などでいくつか事例を見れて、とても分かりやすかったです。こだわりをやめさせようと
してしまいがちですが、そうではなくやってほしいことをはっきりをさせるのが大切だと気づきました。

計 51

・PLAN-DO-SEEのプロセスについて、よく分かりました。現状確認、初期評価をふまえて、どのような仮説
を立てるか、見立ては難しいですが、それにとらわれずに色々と試してみることも必要だと思いました。

全く参考にならなかった 0
無回答 3

・実際の事例の映像や行動の映像があり、わかりやすかったです。

対象者の概要・課題点

Ⓐ 就労移行支援事業所

49歳女性
自閉スペクトラム症
精神障がい者保健福祉手帳2級
本人に寄り添った支援の仕方を知りたい。
支援者のレベルアップ。

Ⓑ 就労移行支援事業所

17歳男性
自閉スペクトラム症
療育手帳　Ｂ2
精神的不安定に対する対処方法。

Ⓒ 生活介護

45歳男性
自閉スペクトラム症
療育手帳Ａ
プログラムへの参加が難しい。
1日のリズムがつかみにくい。

Ⓓ 生活介護

23歳男性
自閉スペクトラム症
療育手帳Ａ
ゴミやゴミ箱へのこだわりが強く、気に入らないとゴミ箱を壊し
てケガをする。

②ガイダンス

会場

リハビリテーションセンター

第１会議室

会場

日程

7/7

日程

内容

コンサルテーションの意義等

③まとめ報告会
★実施予定（1回）

【スキルアップの実施状況】

リハビリテーションセンター

第１会議室

内容

Ⓔ
生活介護
共同生活援助

30歳女性
自閉スペクトラム症
療育手帳Ａ
トイレ以外の場所で服を着たまま排尿行為がある。

1/20

事業所 施設種別



【資料１－２】

評価キットの活用 3/13 大阪私学会館

④実践報告会（基礎講座＋実践報告）
　基礎講座は、自閉症の問題行動に視点を当て、氷山モデル・客観的評価の重要性など自閉症支援に必要
とされる支援の着眼点を講義形式で実施予定。

内容 日程 会場

対象：成人支援事業所の支援者
講師：中山　清司先生（特定非営利活動法人　自閉症eサービス代表）
定員：80名

　実践報告会は、5事業所より4回のコンサル訪問の経過ならびに、利用者の問題行動がどのように変化し
たかに視点を向け参加事業所より報告する。担当コンサルタントより講評や助言をもらい、総括として講
師より自閉症支援に対して構造化や評価の重要性を提言してもらう予定。

★実施予定（1回）


